
2021.2.２ 13:30▶15:00
イーストピアみやこ　多目的ホール

13:30
13:45
14:20
15:00

開会　 「三陸防災復興ゾーンプロジェクト」の紹介
プロジェクトに関連した協働事例の紹介
パネルディスカッション
閉会

主催︓ 岩手県 お問合せ

オンライン
参加可能
オンライン定員
100名

無料
会場定員
50名
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す

登壇者

Program

特定非営利活動法人

Fax.0197-72-6201 E-mail. info@ifc.jpTel.0197-72-6200
〒024‐0061 岩手県北上市大通り1-3-1クレヨンタワー７階

いわて連携復興センター 

新型コロナウィルス感染症の感染拡大の状況によっては、開催方法を変更、または中止する場合があります。

三陸鉄道と地域づくり

　県民をはじめとする皆様に、多様な主体の参画・協働による地域づくりについて興味・関心を持っていただくため、「いわ
て県民計画（2019 ～ 2028）」に掲げる三陸防災復興ゾーンプロジェクトに関連した協働事例をご紹介します。「三陸防災復
興プロジェクト 2019」や、「いわて三陸復興のかけ橋プロジェクト」など幅広い協働の取組についてご紹介し、今後の三陸
振興に向け意見交換を行います。

いわて協働推進フォーラム
＠沿岸

橋上　和司氏 古舘　良太氏 岩田　俊夫氏

三陸鉄道株式会社
旅客サービス部長

野田村
未来づくり推進課

ブラザー工業株式会社
CSR＆コミュニケーション部
チームマネジャー

みやこ浄土ヶ浜遊覧船
遊覧船事業部長

八重樫　真氏

コーディネーターこれまでの企業との
　　 連携・協働事例

シバザクラいっぱい
　　　 プロジェクト

震災復興支援と
　　　協働の取組事例



特定非営利活動法人いわて連携復興センター

〒024-0061 岩手県北上市大通り一丁目3番 1号 クレヨンタワー７階  (JR 北上駅西口 )

担当 : 大吹

TEL 0197-72-6200 FAX 0197-72-6201 E-mail

ホームページにも情報を掲載しております。 http://www.ifc.jp

お問合せ
お申込み

プロフィール

ふりがな

TEL

オンラインでのご参加の方は E-Mail アドレスをご記入ください。

お申込み
下記をご記入いただき、0197-72-6201にFAXいただくか
必要事項をご明記の上、info@ifc.jpまでご連絡ください。
※ E-mailでお申し込みの場合、タイトルを「２月２日 協働推進フォーラム（沿岸）」としていただき、お
名前、会社名（所属先）、連絡先をご記入ください。

info@ifc.jp

参加者
氏名

参加方法 来場・オンライン

どちらかに○をお付けください

会社名または
団体名

１

ふりがな

オンラインでのご参加の方は E-Mail アドレスをご記入ください。

参加者
氏名

参加方法 来場・オンライン

どちらかに○をお付けください
2

昭和58年10月三陸鉄道に第１期生として入
社。車掌・運転士・車両検査係・指令総括
などを経て、平成22年4月運行本部長付兼久
慈駅長に。平成30年12月旅客営業部長兼統
括駅長となり現在に至る。久慈市出身。

橋上　和司氏 岩田　俊夫氏

古舘　良太氏

三陸鉄道株式会社
旅客サービス部長

南山大学法学部卒業。1990年ブラザー工業株式会社入社。ブラ
ザー・インターナショナル・シンガポール、P&Hカンパニー経営企
画部などを経て、2012年ブラザー工業(株)CSR&コミュニケーシ
ョン部所属。現在チームマネージャーとして、「東日本大震災
復興支援」「リレーフォーライフ」「ゴールデンリングプロジェ
クト」等の社会貢献活動や、「ブラザーの森 郡上」などの環境
保全活動、各種広告・協賛・プロモーションに携わる。

ブラザー工業株式会社
CSR＆コミュニケーション部 チームマネジャー

平成21年4月野田村役場入庁。総務課や出納室などを経て、平
成31年4月未来づくり推進課配属となり現在に至る。主に
「移住・定住支援」「ふるさと納税」などを担当し、三陸防災
復興プロジェクト2019シバザクラいっぱいプロジェクトに携わ
る。地域では「野田村青年会」や「なもみ保存会」の事務局な
ど、村の若手のまとめ役として幅広く活動中。生まれも育ちも
野田村の31歳。妻、娘3人と賑やかな毎日を過ごしている。

野田村
未来づくり推進課 みやこ浄土ヶ浜遊覧船

遊覧船事業部長

八重樫　真氏

1962年12月11日、岩泉町に生まれる。中学校を卒業後、自宅
を離れ、盛岡⇨東京へ。大学卒業後、岩手県北自動車株式会
社に入社。東京⇨浄土ヶ浜⇨盛岡⇨東京⇨浄土ヶ浜へ、現在
に至る。普通のサラリーマンだと自分では思っているが、会
社のほぼ全ての人に所在不明の自由人と思われている。一番
大好きなのはお米と人。


